
▼
募
集
住
宅
＝

・
下
町
第
一
（
昭
和
51
年
度
建
築

2
階
建
て
）
2
DK
2
戸

・
下
町
第
二
（
平
成
5
年
度
建
築

4
階
建
て
）
4
DK
1
戸
（
1
階

の
部
屋
）

▼
受
付
期
間
＝
4
月
3
日
席

〜
14
日
昔

（
土
・
日
・
祝
祭
日
を
除
く
。）

▼
入
居
可
能
日
＝
５
月
１
日
席

▼
家
賃
月
額
＝

・
下
町
第
一
　
1
2
、
6
0
0
円

〜
2
7
、6
0
0
円

・
下
町
第
二
　
2
4
、
5
0
0
円

〜
5
3
、8
0
0
円

（
※
入
居
者
の
年
収
に
よ
り
決
ま

り
ま
す
。）

※
入
居
に
は
、
家
賃
の
3
か
月
分

の
敷
金
が
必
要
で
す
。

▼
問
い
合
せ
先
＝

都
市
建
設
課
　
管
理
係

牲
○56
9
1
4
6

お
知
ら
せ
版 

▼
受
付
期
間
＝
4
月
21
日
昔
ま
で

▼
試
験
日
＝
1
次
試
験
　
５
月
14

日
隻
（
男
性
＝
警
察
学
校
、
女

性
＝
宇
都
宮
中
央
女
子
高
）

■
警
察
官

○
大
学
卒
業
者

▼
受
付
期
間
＝
5
月
8
日
隻
〜
6

月
5
日
席

▼
試
験
日
＝
1
次
試
験
7
月
9
日

隻
（
男
性
・
特
別
区
分
＝
警
察
学

校
、
女
性
＝
宇
都
宮
中
央
女
子
高
）

○
高
校
卒
業
者

▼
受
付
期
間
＝
7
月
24
日
席
〜
9

月
1
日
昔

▼
試
験
日
＝
１
次
試
験
9
月
17
日

隻
（
男
性
・
特
別
区
分
＝
警
察
学

校
、
女
性
＝
宇
都
宮
中
央
女
子
高
）

○
警
察
行
政
（
栃
木
県
職
員
）

▼
受
付
期
間
＝
大
学
卒
業
程
度
５

月
19
日
昔
〜
6
月
2
日
昔
・
高
校

卒
業
程
度
8
月
7
日
席
〜
9
月
1

日
昔

▼
試
験
日
＝
大
学
卒
業
程
度
1
次

試
験
6
月
25
日
隻
（
宇
都
宮
大

学
）、
高
校
卒
業
程
度
1
次
試
験

9
月
24
日
隻
（
宇
都
宮
白
楊
高
）

※
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
最
寄

の
警
察
署
、
交
番
、
駐
在
所
に

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
せ
先
＝

石
橋
警
察
署
　
牲
○52
0
1
1
0

上
三
川
交
番
　
牲
○56
2
0
0
4

家
庭
で
の
介
護
の
正
し
い
知
識

を
、
体
験
を
通
し
て
学
び
ま
せ
ん

か
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
5
月
19
日
隻

午
後
1

時
30
分
〜
4
時
30
分

▼
対
象
＝
中
学
生
以
上

▼
募
集
人
員
＝
10
人
（
先
着
順
）

▼
場
所
＝
上
三
川
病
院

▼
参
加
費
＝
無
料

▼
申
込
み
＝
5
月
8
日
席

▼
問
い
合
せ
先
＝

上
三
川
病
院
看
護
部

牲
○56
7
1
1
1
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●
夏
野
菜
コ
ー
ス

▼
期
日
＝
5
月
11
日
斥
、
6
月
15

日
斥
、
7
月
12
日
戚
、
8
月
7
日

席
の
4
日
間

午
前
9
時
30
分
〜
正
午

▼
内
容
＝
な
す
・
ピ
ー
マ
ン
・
ミ

ニ
ト
マ
ト
・
小
松
菜
等
の
夏
野
菜

栽
培
の
講
義
と
実
技

▼
定
員
＝
30
人

▼
費
用
＝
実
費
徴
収

▼
受
付
期
間
＝
4
月
21
日
昔
ま
で

▼
場
所
＝
農
業
大
学
校
（
宇
都
宮

市
上
籠
谷
町
1
1
4
5
│
1
）

●
花
き
コ
ー
ス

▼
期
日
＝
5
月
23
日
惜
、
6
月
20

日
惜
、
7
月
11
日
惜
、
9
月
12
日

惜
、
10
月
17
日
惜
の
5
日
間

午
前
9
時
30
分
〜
正
午

▼
内
容
＝
花
壇
苗
の
育
て
方
や
コ

ン
テ
ナ
ガ
ー
デ
ン
等
の
講
義
と
実

技▼
定
員
＝
20
人

町
営
住
宅入

居
者
募
集

ふ
れ
あ
い
看
護
・

介
護
体
験
参
加
者
募
集

農
産
物
や
特
産
品
及
び
日
常
生

活
用
品
な
ど
の
販
売
を
通
し
て
、

消
費
者
と
の
交
流
を
図
り
、
ふ
る

さ
と
づ
く
り
と
地
場
産
業
の
振
興

を
目
的
に
朝
市
を
開
催
し
て
い
ま

す
。商

店
の
人
だ
け
で
な
く
、
農
家

（
採
れ
立
て
野
菜
の
販
売
な
ど
）

や
一
般
の
人
（
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
な
ど
）
の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。

▼
次
回
開
催
＝
5
月
28
日
隻

▼
問
い
合
せ
先
＝

ふ
れ
あ
い
朝
市
実
行
委
員
会

役
場
産
業
振
興
課
内

牲
○56
9
1
5
0

10
月
採
用
警
察
官
・
女
性
警
察
官

▼
対
象
＝
大
学
卒
業
者
、
高
校
卒

業
者
等

栃
木
県
警
察
官
等
採
用

「
ふ
れ
あ
い
朝
市
」

出
店
者
募
集

栃
木
県
農
業
大
学
校

消
費
者
研
修

お知らせ版 



▼
費
用
＝
実
費
徴
収

▼
受
付
期
間
＝
５
月
２
日
惜
ま
で

▼
場
所
＝
農
業
大
学
校
（
宇
都
宮

市
上
籠
谷
町
1
1
4
5
│
1
）

▼
問
い
合
せ
先
＝

農
業
大
学
校
研
修
部

牲
0
2
8
（
6
6
7
）
4
9
4
4

▼
内
容
＝
県
税
の
滞
納
処
分
と
し

て
差
し
押
さ
え
た
電
話
加
入
権

を
公
売
し
ま
す
。
20
歳
以
上
の

人
な
ら
原
則
と
し
て
ど
な
た
で

も
参
加
で
き
ま
す
。

▼
日
時
＝
5
月
17
日
戚

午
前
10
時
〜

▼
会
場
＝
県
河
内
庁
舎
401
会
議
室

▼
そ
の
他
＝
印
か
ん
（
認
印
可
）

と
買
受
代
金
を
お
持
ち
く
だ
さ

い
。

▼
問
い
合
せ
先
＝

宇
都
宮
県
税
事
務
所

牲
0
2
8
（
6
2
6
）
3
0
2
9

▼
目
的
＝
男
女
共
同
参
画
の
推
進

と
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
を

図
る
た
め
、
地
域
の
各
分
野
で
積

▼
募
集
期
間
＝
4
月
3
日
席
〜
5

月
2
日
惜

▼
問
い
合
せ
先
＝

健
康
福
祉
課
　
人
権
推
進
係
　

牲
○56
9
1
5
3

平
成
18
年
4
月
か
ら
高
額
療
養

費
、
出
産
費
資
金
の
貸
付
を
次
の

と
お
り
実
施
し
ま
す
。

●
高
額
療
養
費
資
金
貸
付

・
貸
付
条
件
…
高
額
療
養
費
の
支

給
を
受
け
る
こ
と
が
見
込
ま
れ

る
人
が
い
る
世
帯
の
世
帯
主

で
、
国
民
健
康
保
険
税
を
滞
納

し
て
い
な
い
こ
と
と
、
高
額
療

養
費
の
支
給
対
象
と
な
る
療
養

が
第
三
者
の
不
法
行
為
に
よ
る

場
合
で
な
い
こ
と
。

・
貸
付
金
額
…
高
額
療
養
費
支
給

見
込
額
の
9
割
の
額
で
50
万
円

が
限
度
と
な
り
ま
す
。

●
出
産
資
金
貸
付

・
貸
付
条
件
…
出
産
予
定
日
ま
で

1
ヶ
月
以
内
の
人
又
は
妊
娠
4

か
月
以
上
で
あ
り
出
産
に
必
要

な
費
用
に
つ
い
て
保
険
医
療
機

関
等
に
一
時
的
な
支
払
が
必
要

に
な
っ
た
人
が
い
る
世
帯
の
世

極
的
に
社
会
的
活
動
を
行
っ
て
い

る
女
性
を
海
外
に
派
遣
し
、
男
女

共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
た

様
々
な
取
り
組
み
を
学
び
国
際
的

視
野
を
持
っ
た
地
域
活
動
の
推
進

役
と
な
る
リ
ー
ダ
ー
を
養
成
す

る
。

▼
派
遣
先
＝
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国

▼
派
遣
期
間
＝
10
月
8
日
隻
か
ら

10
月
15
日
隻
8
日
間

▼
派
遣
人
員
＝
全
体
で
28
人

▼
対
象
＝
満
30
歳
以
上
55
歳
未
満

の
女
性
（
平
成
18
年
4
月
1
日
現

在
）

▼
研
修
＝

■
事
前
研
修
（
日
戻
り
2
回
・
宿

泊
2
回
）

研
修
の
趣
旨
、
目
的
等
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
る
と
共
に
、
団
員

と
し
て
の
心
構
え
、
及
び
訪
問
国

の
事
情
等
に
つ
い
て
必
要
な
研
修

を
行
う
。

■
現
地
研
修

訪
問
国
で
の
交
流
、
交
歓
、
施

設
訪
問
、
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
イ
等

■
事
後
研
修
（
日
戻
り
4
回
）

報
告
書
の
作
成
や
、
研
修
の
成

果
を
事
後
活
動
に
反
映
さ
せ
る
た

め
の
研
修
を
行
う
。

▼
参
加
費
用
＝

2
2
0
、0
0
0
円

（
県
1/4
・
町
1/4
・
本
人
1/2
）

電
話
加
入
権
公
売
の

お
知
ら
せ

帯
主
で
国
民
健
康
保
険
税
を
滞

納
し
て
い
な
い
こ
と
。

・
貸
付
金
額
…
出
産
育
児
一
時
金

の
9
割
の
額
が
限
度
額
と
な
り

ま
す
。

▼
問
い
合
せ
先
＝

保
険
課
　
国
保
年
金
係

牲
○56
9
1
3
4

有
効
期
限
が
平
成
18
年
3
月
31

日
の
古
い
被
保
険
者
証
を
お
持
ち

の
人
は
、
各
自
で
破
棄
す
る
か
、

保
険
課
へ
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
せ
先
＝

保
険
課
　
介
護
保
険
係

牲
○56
9
1
0
2

誰
も
が
楽
し
め
る
催
し
を
ご
用

意
し
て
い
ま
す
。
ご
家
族
、
お
友

だ
ち
と
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
5
月
26
日
昔
〜
28
日
隻

▼
場
所
＝
と
ち
ぎ
健
康
の
森

※
詳
細
に
つ
い
て
は
左
記
に
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
せ
先
＝

社
会
福
祉
法
人
と
ち
ぎ

（
敬
称
略
）

勝
姫
稲
荷
神
社
賽
銭
箱

1
、2
9
8
円
（
第
76
回
）

上
三
川
町
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ

協
議
会5

、0
0
0
円
（
第
20
回
）

上
小
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

1
、5
9
8
円
（
第
5
回
）

匿
名
　
　

1
0
0
、0
0
0
円

勝
姫
稲
荷
神
社
賽
銭
箱

1
、4
0
6
円
（
第
77
回
）

七
宝
焼
　
彩
の
会

3
、3
0
0
円
（
第
19
回
）

匿
名
　
　
　
　

1
、9
9
9
円

ふ
く
べ
教
室

1
0
、0
0
0
円
（
第
32
回
）

皆
さ
ん
の
、
あ
た
た
か
い
こ

こ
ろ
ざ
し
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

〜
善
意
銀
行
〜

29

お知らせ版 

栃
木
県
女
性
の

海
外
研
修
事
業

国
民
健
康
保
険
の
高

額
療
養
費
、
出
産
費

資
金
の
貸
付
実
施

介
護
保
険
の
被
保
険
者
証

が
新
し
く
な
り
ま
し
た

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

2
0
0
6
開
催

健
康
福
祉
協
会
事
業
部

相
談
学
習
課

牲
0
2
8
（
6
2
7
）
4
7
1
0


